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東京都内を拠点とし実施した実証実験の結果について（概要） 

 

国土交通省（本省）において、今年度は、調査の結果、荷待ちの件数の多い「飲料・酒」物流分

野における物流の改善に向けた実証実験を行うことといたしました。そこで、東京都においては、

来年度に東京オリンピック・パラリンピック競技大会を控え、夏季の飲料・酒の需要増に加え、

オリンピック・パラリンピックというイベントにおける需要増という２つの季節波動の要因が重

なることから、飲料・酒物流の効率化に向けた検討が喫緊の課題であることから、本省と連携を

し、実証実験を行うことといたしました。 

実証実験は、５つのテーマを選択し行うことといたしまして、そのうち２つのテーマ「②年月

日表記と年月表記の作業比較・検討」、「③付帯作業の見える化（自動販売機）」について、東京都

内を拠点として実証実験を行いましたので、ご報告いたします。なお、実証実験の結果の詳細に

ついては、資料２を参照いただきまして、以下は概要となります。 

 

◎テーマ②「年月日表記と年月表記の作業比較・検討」 

＜背景・課題＞ 

一部の商品製造者では賞味期限や製造年月日を年月表記に移行しているが、一部の商品は年月日

のままとなっている。年月日表記から年月表記にすることで格納・補充に伴う先入先出の作業の

削減を図ることが可能となる。 

＜事業内容＞ 

年月表記と年月日表記の商品の格納作業内容及び作業時間を計測し、年月表記への切り替えによ

る作業内容・時間の削減効果を推計する。 

＜結果＞ 

・先入先出の作業は棚入れ作業の約５倍の時間がかかっていることが判明。 

 

・年月日表記が混在している場合（現状）と、全ての商品が年月日表記だった場合のそれぞれの

月間作業時間を算出。 

 

・実証実験で計測した商品（６９アイテム）が全て年月表記に切り替わることで、一ヶ月あたり

約１０時間以上の作業時間の短縮に繋がると考えられる。 
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◎テーマ③「付帯作業の見える化（自動販売機）」 

＜背景・課題＞ 

自販機オペレーター拠点では、荷卸し・先入先出等多種の付帯作業が実施されている一方、実施

内容などの実態が把握できていない。 

＜事業内容＞ 

自販機オペレーター拠点での付帯作業を整理し、付帯作業にかかる時間を計測することでドライ

バーが実施の作業内容の見える化を行う。 

＜結果＞ 

・荷量にもよるが、トラックドライバーは、自販機オペレーター拠点で以下の９種類の作業を実

施していることが明らかになった。 

 

・比較的荷量が多い納品の場合は、合計滞在時間が約３２分５７秒、荷量が少ない納品の場合は、

合計滞在時間が約６分３８秒。棚入れ・先出し等付帯作業が占める時間が大きいことが明らかに

なった。 

 

・フォークリフトの先入先出の所要時間は平均約１６分３３秒となるなど、先入先出が労働時間

の長時間化に影響を及ぼす付帯作業となっていると考えられる。 
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◎実証実験結果について 

今回実施した実証実験の結果につきましては、当協議会の専門家 WG が参加している合同会議で

議論がされ、既に作成し公開している「荷主と運送事業者の協力による取引環境と長時間労働の

改善に向けたガイドライン（加工食品物流編）」に、飲料・酒分野の物流の改善に向けた取り組み

を追記し、本省が公開することとしております。 

なお、公開については４月以降になる予定です。 

 

※現行のガイドラインは以下に掲載しております。 

https://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_tk4_000036.html 

 


